
外来種防除を進める上での生態系管理について 

 

外来種の防除を実施する際、生態系管理に配慮する必要がある。すなわち、当該地域における

主要な動植物の関係を考えた上で、対象とする外来種を排除したことの影響を考慮しつつ防除を

進めるという考え方である。以下に小笠原諸島で実施されている外来種防除において作成された

「主要生物間の関係概略図」と、実際に防除対象とした外来種を取り巻く「外来種の生物間相互

作用」を例示した。 
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